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６月議会のご報告  一般質問 

このたび、2期目の任期をスタートすることとなりました。
選挙を通じて、改めて多くの方の声に触れ、立川で暮らす皆さま
が感じている課題や、未来にむかっての期待を受け止めました。
次の任期も、いただいた声を市政につなげ、一つひとつの課題に
向き合ってまいります。今号では、選挙直前の定例会や選挙後に
開催された臨時議会等についてご報告いたします。

性教育の充実、SNS等を活用するなど
子ども若者が利用しやすい相談体制を。 

原ゆきの提言

小学6年生向けの出前講座の試行や
SNS等の活用を検討する。

立川市の回答

夏の間も子どもたちが安心して
過ごせる場所を 

水遊びできる公園の拡充、冷水器設置、
校庭や公園に日陰（植樹・タープ）を増や
すなど子どもが過ごす場所における暑さ
対策を。 

原ゆきの提言

公園の水施設整備は予算面からも新設
が難しい。冷水機導入は慎重に検討。
泉西公園整備等で暑さ対策を実施予定。 

立川市の回答

子どもたちの暑さ対策

セクシャルリプロダクティブヘルス/
ライツ※の理解促進で

青少年が相談しやすい環境を
※性と生殖に関する健康と権利

年齢に応じた性教育の充実

「行きたい」「やってみたい」を
かなえられるまちへ 

移動支援の拡充
（宿泊を伴うときも対象に）、
学校卒業後の居場所確保を。

原ゆきの提言

人材不足を認識。
安心できる居場所の確保を検討。

立川市の回答

障がいがあっても自分らしく 

安心と多様性を支える立川へ

誰もが自分らしく、安心して暮らせる立川になるよう、皆さまからのご意見もお寄せください。 

市民の皆さまから届いた声をもとに、暮らしの安心と
子どもたちの未来を守る3つのテーマを市に提言しました。

２期目のスタート。これからも立川のために。

（議会中継アーカイブ配信） 
質問の様子はこちら

9月議会（令和8年第3回定例会）の日程は、8月31日～10月2日です。
そのうち、9月4日～10日のいずれかの日程で一般質問を行います。詳細が決まりましたら
SNSでお知らせいたします。傍聴やインターネット中継でご注目いただけたら嬉しいです。
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文教委員会

所属会派のご紹介 立川市がん条例が施行されました

子どもの自己肯定感を育む教育へ
～インクルーシブ教育の「評価」と「交流の質」を問う

保護者や現場の皆さまから寄せられた声をもとに、子ども一人ひとりを支える
教育環境について委員会で質問しました。 

発達個性があったり特別支援学級に通ったりして
いる保護者の方々から「周囲と比較され、通知表を
見るたび傷つく」という声があります。
評価は本来、成長を実感し意欲を高めるもの。一律
の基準で測るのではなく、個々の育ちを認める評
価や、教員が子どもと向き合う時間を増やすため
の通知表の見直し・研究を求めました。

前任期に引き続き、
会派は「立憲ネット緑たちかわ」所属となりました。
メンバー5人で結束し市民の皆さまのための政策
を進められるよう力を尽くしてまいります。

市民からの請願をきっかけに、会派を越えた議員
でプロジェクトチームを立ち上げ、39回にわたる議
論や関係団体への聞き取りなどを重ねてきました。

そして5月28日、「立川市がん条例」が全会一致で
可決され、6月1日に施行されました。

がんの予防・早期発見から、患者やそのご家族へ
の支援まで。誰もが安心して暮らせる立川市を目
指して、条例を「つくって終わり」にせず、これからの
取り組みにつなげていきます。

互いを自然に受け入れ合える「質の高い交流」が
必要です。
「子どもを通常学級に合わせる」のではなく、
「通常学級側の包摂力（受け入れる力）を高める」
環境整備や人的支援の充実を提案しました。 

通知表・評価のあり方 特別支援学級との「交流の質」向上

臨時議会後、会派構成が変わりました。今回、議長・副議長などの役職が決まった「数時間後」に、会派を離脱し、
新たな会派が結成されるという出来事がありました。
「何が決まったのか」だけでなく、「どのような過程で決まったのか」も、市民の皆さまに分かりやすくお伝えする必要が
あると考えています。
今回の経緯と、私たちが問題だと考えている点、そして目指す議会のあり方について、ホームページに詳しくまとめ
ました。ぜひ上記QRコードからご覧ください。

詳しい経緯・問題意識・
目指す議会像はこちらから
スマホのカメラで読み取れます

役職決定の「数時間後」に何が起きたのか？
臨時議会・会派再編の裏側と私たちの問題意識

〈左から〉
山本洋輔
(緑の党グリーンズジャパン)、
原ゆき(立憲民主党)、
稲橋ゆみ子(立憲民主党)、
あべみさ
(立川・生活者ネットワーク)、
わたなべ忠司
(立憲民主党)

※敬称略
条例の詳細等については
立川市議会ホームページをご覧ください。

▲ ▲ ▲

ホームページお問い合わせフォームや各種SNS
ダイレクトメッセージなどから、ご意見・ご相談
お気軽にお寄せください


